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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パーソナルケア組成物の調製方法であって、
　前記組成物が、カチオン性界面活性剤系、高融点脂肪族化合物、及び水性キャリアを含
み、
　前記カチオン性界面活性剤系が、モノアルキル四級化アンモニウム塩カチオン性界面活
性剤及びジアルキルカチオン性界面活性剤を含み、前記モノアルキル四級化アンモニウム
塩カチオン性界面活性剤と前記ジアルキルカチオン性界面活性剤との重量比が２：１～５
：１であり、
　本方法が、
　（１）前記界面活性剤と、前記高融点脂肪族化合物と、を含む油相を調製する工程であ
って、前記油相の温度が前記高融点脂肪族化合物の融点よりも高い、調製工程と、
　（２）水性キャリアを含む水相を調製する工程であって、前記水相の温度が前記高融点
脂肪族化合物の融点よりも低い、調製工程と、
　（３）前記油相と前記水相とを混合し、ジェルマトリックスを形成する工程と、を含み
、
　前記混合する工程（３）が、次の詳細工程：
　　（３－１）１．０×１０２Ｊ／ｍ３以上のエネルギー密度を有する高剪断場に、前記
油相又は前記水相のいずれかを供給する工程と、
　　（３－２）前記場にもう一方の相を直接噴射により直接供給する工程と、
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　　（３－３）ジェルマトリックスを形成する工程と、を含み、
　前記混合する工程（３）が、ローター・ステーターホモジナイザーを使用することによ
り行われ、
　前記油相が、油相の重量に基づいて０～５０重量％の水性キャリアを含有し、
　形成時の前記ジェルマトリックスの温度が、２０℃～３７℃である、パーソナルケア組
成物の調製方法。
【請求項２】
　前記混合する工程（３）が、次の詳細工程：
　（３－１）１．０×１０２Ｊ／ｍ３以上のエネルギー密度を有する高剪断場に前記水相
を供給する工程と、
　（３－２）前記場に前記油相を直接噴射により直接供給する工程と、
　（３－３）ジェルマトリックスを形成する工程と、を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記高剪断場が、１．０×１０３Ｊ／ｍ３からのエネルギー密度を有する、請求項１に
記載の方法。
【請求項４】
　前記２つの相が、最初の合流後、０．５２秒以内で高剪断場に到達する、請求項１に記
載の方法。
【請求項５】
　前記油相中の水のレベルが、前記油相の４０重量％までである、請求項１に記載の方法
。
【請求項６】
　前記油相中の水のレベルが、前記油相の２５重量％までである、請求項１に記載の方法
。
【請求項７】
　前記カチオン性界面活性剤と前記高融点脂肪族化合物の重量比が、１：１～１：４の範
囲内である、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エマルションを形成するため、熱い油相と冷たい水相とを高剪断場において
混合する工程を含み、混合する工程が回転部材を有するホモジナイザーを使用することに
より行われ、油相が油相の重量に基づいて０～約５０重量％の水性キャリアを含有し、形
成時のエマルションの温度が約１０℃～約４０℃である、パーソナルケア組成物の調製方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　界面活性剤及び高融点脂肪化合物、並びに水性キャリアを含むパーソナルケア組成物を
調製するために様々な方法が開発されてきた。
【０００３】
　このような組成物に対する通常の調製方法は乳化である。このような乳化は、様々な手
順により、様々な温度により、及び様々なホモジナイザーにより行われる。
【０００４】
　例えば、ＰＣＴ国際公開第２００４／０５４６９３号は、実施例１３において、４６．
７８５％の水と、０．３％の塩化カリウムと、０．１％のＥＤＴＡ二ナトリウムと、を含
む水相を２４～４６℃で調製する工程と、４１．７８５％の水と、０．１５％のジステア
リルジモニウムクロリドと、０．８４％のセトリモニウムクロリドと、３．０％のセチル
アルコールと、を含有する油（エマルション）相を６５～８８℃で調製する工程と、これ
らの相をＳｏｎｏｌａｔｏｒ（登録商標）の副チャンバ区分であるブレンド管内に最終的
に導くように接続するパイプを通して送達する工程と、このブレンドを均質化する工程と
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、により調製されるヘアコンディショナーを開示している。
【０００５】
　ＰＣＴ国際公開第２００９／１５８４４０号は、ベヘニルトリメチルアンモニウムメト
サルフェートを含み、高い降伏点を有するヘアコンディショニング組成物に関する。この
国際公開は、改善された湿潤コンディショニング効果の観点から、この組成物が好ましく
はジ長鎖アルキルカチオン性界面活性剤を実質的に含まないことを、６頁及び７頁目に開
示している。
【０００６】
　ＰＣＴ国際公開第２０１０／０７７７０７号は、油相及び／又は水相を高剪断場に直接
供給することによるパーソナルケア組成物の調製方法に関する。このＰＣＴ国際公開も、
改善された湿潤コンディショニング効果の観点から、この組成物が、好ましくは、ジ長鎖
アルキルカチオン性界面活性剤を実質的に含まないことを１０頁目に開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】ＰＣＴ国際公開第２００４／０５４６９３号
【特許文献２】ＰＣＴ国際公開第２００９／１５８４４０号
【特許文献３】ＰＣＴ国際公開第２０１０／０７７７０７号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、界面活性剤及び脂肪化合物を効果的にエマルションに転換すると同時に
湿潤コンディショニング効果を低下させない、ジ長鎖アルキルカチオン性界面活性剤を含
むヘアコンディショニング組成物及びその他のパーソナルケア組成物を調製するための方
法に対する必要性が残っている。
【０００９】
　このような効果的な転換により、例えば（ｉ）毛髪及び／又は皮膚へのコンディショニ
ング効果の効果的な送達、例えば、同一量の界面活性剤及び脂肪化合物などの活性成分か
らの改善されたコンディショニング効果の送達、（ｉｉ）改善された製品外観、すなわち
、豊かさ、ボリューム感、及び／又はより高濃度の感覚を与える製品外観、並びに消費者
がその外観から、より高いコンディショニング効果を感じ得る改善された製品外観、（ｉ
ｉｉ）上市されている製品として好適な均質な製品外観、並びに／又は（ｉｖ）上市され
ている製品として好適なレオロジー及び／又はこのようなレオロジーの改善された安定性
をパーソナルケア組成物に付与する、このような方法に対する必要性が存在し得る。
【００１０】
　更に、上記の必要性に加えて、製造操作の更なる柔軟性をもたらし、及び／又は高圧に
対する必要投資がより少ない、このような方法に対する必要性が存在し得る。
【００１１】
　これらの既存の技術は、本発明の有利点及び利益の全てを提供するものではない。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、パーソナルケア組成物の調製方法に関し、この組成物は、モノアルキル四級
化アンモニウム塩カチオン性界面活性剤及びジアルキルカチオン性界面活性剤を含む、カ
チオン性界面活性剤系と、高融点脂肪化合物と、水性キャリアと、を含み、かつ、前記モ
ノアルキル四級化アンモニウム塩カチオン性界面活性剤と前記ジアルキルカチオン性界面
活性剤との重量比が２：１～５：１であり、
　本方法は、
　（１）界面活性剤と、高融点脂肪族化合物と、を含む油相を調製する工程であって、油
相の温度が高融点脂肪族化合物の融点よりも高い、調製工程と、
　（２）水性キャリアを含む水相を調製する工程であって、水相の温度が高融点脂肪族化
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合物の融点よりも低い、調製工程と、
　（３）油相と水相とを混合し、ジェルマトリックスを形成する工程と、を含み、
　混合する工程（３）が、次の詳細工程：
　　（３－１）１．０×１０２Ｊ／ｍ３以上のエネルギー密度を有する高剪断場に、油相
又は水相のいずれかを供給する工程と、
　　（３－２）その場にもう一方の相を直接噴射により直接供給する工程と、
　　（３－３）ジェルマトリックスを形成する工程と、を含み、
　混合する工程（３）が、ローター・ステーターホモジナイザーを使用することにより行
われ、
　油相が、油相の重量に基づいて０～５０重量％の水性キャリアを含有し、
　形成時のジェルマトリックスの温度が、２０℃～３７℃である。
【００１３】
　本発明の方法は、界面活性剤及び脂肪化合物をエマルションに効果的に転換する。
【００１４】
　本発明の前述及びその他の特徴、態様及び利点は、以下の説明及び添付の特許請求の範
囲を読むことで、よりよく理解されるであろう。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本明細書は、本発明を具体的に指摘し、明確に請求する特許請求の範囲をもって結論と
するが、本発明は、以下の記載から更に十分に理解されるものと考えられる。
【００１６】
　本明細書では、「含む」とは、最終結果に影響を及ぼさない、他の工程及び他の成分を
追加し得ることを意味する。この用語は、用語「～からなる」及び用語「本質的に～から
なる」を包含する。
【００１７】
　特に断らないかぎり、比率、部及び比は全て、本発明の組成物の総重量に基づく。全て
のこのような重量は、提示された成分に関する場合、活性成分の濃度に基づき、したがっ
て市販材料に包含される場合のあるキャリア又は副生成物を包含しない。
【００１８】
　本明細書において、「混合物」は、複数種類の材料の単純な組み合わせと、結果として
そのような組み合わせから生じることがあるあらゆる化合物と、を包含するように意図さ
れている。
【００１９】
　製造方法
　本発明は、パーソナルケア組成物の調製方法に関し、この組成物は、モノアルキル四級
化アンモニウム塩カチオン性界面活性剤及びジアルキルカチオン性界面活性剤を含む、カ
チオン性界面活性剤系と、高融点脂肪化合物と、水性キャリアと、を含み、
　本方法は、
　（１）界面活性剤と、高融点脂肪族化合物と、を含む油相を調製する工程であって、油
相の温度が高融点脂肪族化合物の融点よりも高い、調製工程と、
　（２）水性キャリアを含む水相を調製する工程であって、水相の温度が高融点脂肪族化
合物の融点よりも低い、調製工程と、
　（３）油相と水相とを混合し、エマルションを形成する工程と、を含み、
　混合する工程（３）が、次の詳細工程：
　　（３－１）約１．０×１０2Ｊ／ｍ3以上のエネルギー密度を有する高剪断場に、油相
又は水相のいずれかを供給する工程と、
　　（３－２）その場にもう一方の相を直接供給する工程と、
　　（３－３）エマルションを形成する工程と、を含み、
　混合する工程（３）が、回転部材を有するホモジナイザーを使用することにより行われ
、
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　油相が、油相の重量に基づいて０～約５０重量％の水性キャリアを含有し、
　形成時のエマルションの温度が、約１０℃～約４０℃である。
【００２０】
　好ましくは、本方法は、含まれる場合には、シリコーン化合物、香料、防腐剤などの追
加成分をエマルションに添加する工程を更に含む。好ましくは、表題「ジェルマトリック
ス」の下で下記に述べるように、このエマルションはジェルマトリックスである。
【００２１】
　混合する工程（３）の詳細
　本発明において、相を高剪断場に直接供給することにより、油相及び水相は、高剪断場
中で最初に合流する。高剪断場中で最初に合流することにより、本発明の方法は、界面活
性剤及び高融点脂肪化合物の、エマルションへの改善された転換をもたらすと考えられる
。すなわち、このような相が非剪断場又は低剪断場中で最初に合流する他の方法と比較し
て、得られる組成物は、減少した量の非乳化界面活性剤／高融点脂肪化合物を含有すると
考えられる。本発明の方法は、このようなエマルションへの改善された転換によって、改
善されたコンディショニング効果を有する組成物をもたらし、生成組成物に改善された製
品外観及び／又は製品安定性を与えるとも考えられる。
【００２２】
　本発明において、「直接供給する」とは、この２つの相が、エマルションへの改善され
た転換という観点から、最初の合流後、０．５２秒以内、好ましくは０．５秒以下、より
好ましくは０．３秒以下、更により好ましくは０．１秒以下、一層より好ましくは０秒で
高剪断場に到達することができるように、２つの相を供給することを意味する。本発明に
おいて、直接供給することは、好ましくは直接噴射により行われる。
【００２３】
　本発明において、「高剪断場」は、エマルションへの改善された転換という観点から、
この場が、約１．０×１０2Ｊ／ｍ3、好ましくは約１．０×１０3Ｊ／ｍ3、より好ましく
は約１．０×１０4Ｊ／ｍ3から、約５．０×１０8Ｊ／ｍ3まで、好ましくは約２．０×１
０7Ｊ／ｍ3まで、より好ましくは約１．０×１０7Ｊ／ｍ3までのエネルギー密度を有する
ということを意味する。
【００２４】
　本発明では、混合する工程（３）が以下の詳細工程を含むことが好ましい：
　（３－１）約１．０×１０2Ｊ／ｍ3以上のエネルギー密度を有する高剪断場に水相を供
給する工程と、
　（３－２）その場に油相を直接供給する工程と、
　（３－３）エマルションを形成する工程。
【００２５】
　本発明において、特に下記に詳述される回転部材を有するホモジナイザーを使用すると
きには、改善されたコンディショニング効果を有する組成物を安定に製造するという観点
から、油相を、水相が既に存在する高剪断場の中に供給することが好ましい。
【００２６】
　好ましくは、本発明において、詳細な工程（３－１）及び（３－２）を含む、混合する
工程（３）は、高剪断ホモジナイザーを使用することにより行われる。
【００２７】
　高剪断ホモジナイザーは、例えば、回転部材を有する高剪断ホモジナイザー及び高圧ホ
モジナイザーを含むということが知られている。本発明において、Ｓｏｎｉｃ　Ｃｏｒｐ
ｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＳｏｎｏｌａｔｏｒ（登録商標）、ＡＰＶ　Ｍａｎｔｏｎ
　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＭａｎｔｏｎ　Ｇａｕｌｉｎ型ホモジナイザー
及びＭｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｃｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＭｉｃｒｏｆ
ｌｕｉｄｉｚｅｒなどの高圧ホモジナイザーでなく、回転部材を有する高剪断ホモジナイ
ザーが使用される。高圧ホモジナイザーが１つのレバー（流量に依存して決められる圧力
）のみを有する一方で、回転部材を有するこのような高剪断ホモジナイザーは、２つの個
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別な操作レバー（流量及び回転速度）により製造操作の更なる柔軟性をもたらし、及び／
又は高圧に対する必要投資がより少ないと考えられる。
【００２８】
　本明細書で有用な回転部材を有する高剪断ホモジナイザーとしては、エマルションへの
改善された転換という観点から、例えば、Ａ．Ｂｅｒｅｎｔｓ　Ｇｍｂｈ＆Ｃｏ．から入
手可能なＢｅｃｏｍｉｘ（登録商標）及びＩｎｄｏｌａｖａｌ／ＴｅｔｒａＰａｃから入
手可能なＬｅｘａ－３０が挙げられる。そのまま使用される場合、回転部材を有する他の
ホモジナイザーと比較して、２つの相が、最初の合流後、高剪断場に急速に到達すること
ができるので、これらの直接噴射式ローター・ステーターホモジナイザーが好ましい。回
転部材を有するそのような他のホモジナイザーとしては、例えば、Ｐｒｉｍｉｘ　Ｃｏｒ
ｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＴ．Ｋ．パイプラインホモミキサー、及びＩＫＡ　Ｃｏ
ｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＤＲ－３が挙げられる。回転部材を有するこれらの他
のホモジナイザーは、２つの相が、最初の合流後、高剪断場に急速に到達することができ
るように改造して使用され得る。そのまま使用される場合、回転部材を有するこのような
他のホモジナイザーは、エマルションに転換されない、増加した量の高融点脂肪化合物結
晶を組成物中でもたらす可能性がある。Ｔ．Ｋ．パイプラインホモミキサーと名付けられ
たものなどの低エネルギー密度を有する他のホモジナイザーはまた、そのような高融点脂
肪化合物結晶量の増加をもたらし得る。
【００２９】
　温度条件の詳細
　本発明において、油相は、高融点脂肪化合物の融点よりも高い温度を有する。好ましく
は、油相は、油相の融点よりも高い温度を有する。好ましくは、油相は、水相と混合する
とき、約２５℃以上、より好ましくは約４０℃以上、更により好ましくは約５０℃以上、
一層より好ましくは約５５℃以上、更に一層好ましくは約６６℃以上、かつ約１５０℃以
下、より好ましくは約９５℃以下、更により好ましくは約９０℃以下、一層より好ましく
は約８５℃以下の温度を有する。
【００３０】
　本発明において、水相は、高融点脂肪化合物の融点より低い温度を有する。好ましくは
、水相は、油相と混合するとき、約１０℃以上、より好ましくは約１５℃以上、更により
好ましくは約２０℃以上、かつ約６５℃以下、より好ましくは約５５℃以下、更により好
ましくは約５２℃以下、一層より好ましくは約４８℃以下の温度を有する。好ましくは、
水相は、油相と混合するとき、油相の温度よりも少なくとも約５℃低く、より好ましくは
少なくとも約１０℃低い温度を有する。好ましくは、水相は、油相と混合するとき、高融
点脂肪化合物の融点よりも約２℃～約６０℃低い、より好ましくは約２℃～約４０℃低い
、更により好ましくは約２℃～約３０℃低い温度を有する。
【００３１】
　本発明において、エマルション構造の改善されたレオロジー粘稠度及び／又はレオロジ
ー安定性の観点から、形成時のエマルションは、約１０℃～約４０℃、一層より好ましく
は約２０℃～約３７℃の温度を有する。好ましくは、特にジェルマトリックスを形成する
とき、形成時のエマルションは、高融点脂肪化合物の融点よりも約２℃～約６０℃低い、
より好ましくは約２℃～約４０℃低い、更により好ましくは約２℃～約３０℃低い温度を
有する。
【００３２】
　油相組成物の詳細
　油相は、界面活性剤及び高融点脂肪化合物を含む。油相は、本発明の効果をもたらすと
いう観点から、パーソナルケア組成物中で使用される界面活性剤及び高融点脂肪化合物の
総量の好ましくは約５０重量％～約１００重量％、より好ましくは約６０重量％～約１０
０重量％、更により好ましくは約７０重量％～約１００重量％の界面活性剤及び高融点脂
肪化合物を含む。
【００３３】



(7) JP 5912183 B2 2016.4.27

10

20

30

40

50

　界面活性剤及び高融点脂肪化合物は、本発明の効果をもたらすという観点から、他の成
分の有無に拘わらず、油相の、好ましくは約３５重量％～約１００重量％、より好ましく
は約５０重量％～約１００重量％、更により好ましくは約６０重量％～約１００重量％の
レベルで油相中に存在する。
【００３４】
　油相は、水及び低級アルキルアルコール、並びに多価アルコールなどの水性キャリアを
含有し得る。含まれる場合には、油相中の水性キャリアのレベルは、本発明の効果をもた
らすという観点から、油相の約５０重量％まで、より好ましくは約４０重量％まで、更に
より好ましくは約２５重量％まで、一層より好ましくは約１５重量％までである。水性キ
ャリアのうちで、油相中の水のレベルが油相の、好ましくは約４０重量％まで、より好ま
しくは約２５重量％まで、更により好ましくは約１５重量％まで、一層より好ましくは約
１０重量％までであるように、油相中の水のレベルを制御することが更に好ましい。油相
は水を実質的に含まなくともよい。本発明において、「油相は水を実質的に含まない」は
、油相が水を含まないこと、油相が成分の不純物以外に水を含有しないこと、又は油相が
水を含有する場合には、このような水のレベルは極めて低いことを意味する。本発明にお
いて、油相中のこのような水の全レベルは、含まれる場合には、油相の、好ましくは１重
量％以下、より好ましくは０．５重量％以下、更により好ましくは０．１重量％以下であ
る。
【００３５】
　油相は、界面活性剤及び高融点脂肪化合物、並びに水性キャリア以外の他の成分を含有
し得る。このような他の成分は、例えば、非水溶性シリコーンなどの非水溶性成分及び／
又は感熱性成分、非水溶性芳香剤、パラベンなどの非水溶性防腐剤、及びベンジルアルコ
ールなどの非感熱性防腐剤である。本発明において、「非水溶性成分」とは、この成分が
、２５℃の水中で、１ｇ／水１００ｇ未満（１ｇ／水１００は含まない）、好ましくは０
．７ｇ／水１００ｇ以下、より好ましくは０．５ｇ／水１００ｇ以下、更により好ましく
は、０．３ｇ／水１００ｇ以下の溶解度を有することを意味する。そのような他の成分が
含まれる場合は、油相中でのその濃度は、本発明の効果をもたらすという観点から、油相
の重量に基づいて約５０重量％までであることが好ましく、より好ましくは約４０重量％
までである。
【００３６】
　水相組成物の詳細
　水相は水性キャリアを含む。この水相は、本発明の効果をもたらすという観点から、パ
ーソナルケア組成物中で使用される水性キャリアの総量の、好ましくは約５０重量％～約
１００重量％、より好ましくは約７０重量％～約１００重量％、更により好ましくは約９
０重量％～約１００重量％の、一層より好ましくは約９５重量％～約１００重量％の水性
キャリアを含む。
【００３７】
　水性キャリアは、本発明の効果をもたらすという観点から、他の成分の有無に拘わらず
、水相の、好ましくは約５０重量％～約１００重量％、より好ましくは約７０重量％～約
１００重量％の、更により好ましくは約９０重量％～約１００重量％の、一層好ましくは
約９５重量％～約１００重量％のレベルで水相中に存在する。
【００３８】
　水相は、界面活性剤及び高融点脂肪化合物を含有し得る。含まれる場合には、水相中の
界面活性剤及び高融点脂肪化合物の和のレベルは、本発明の効果をもたらすという観点か
ら、水相の約２０重量％まで、より好ましくは約１０重量％まで、更により好ましくは約
７重量％までであることが好ましい。一層より好ましくは、水相は、界面活性剤及び高融
点脂肪化合物を実質的に含まない。本発明において、「水相は界面活性剤及び高融点脂肪
化合物を実質的に含まない」は、水相が界面活性剤及び高融点脂肪化合物を含まないとい
うこと、又は水相が界面活性剤及び高融点脂肪化合物を含有する場合には、このような界
面活性剤及び高融点脂肪化合物のレベルが極めて低いということを意味する。本発明にお
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いて、水相中でのこのような界面活性剤及び高融点脂肪化合物の全レベルは、含まれる場
合には、水相の、好ましくは１重量％以下、より好ましくは０．５重量％以下、更により
好ましくは０．１重量％以下である。
【００３９】
　水相は、界面活性剤及び高融点脂肪化合物、並びに水性キャリア以外の他の成分を含有
し得る。このような他の成分は、例えば、水溶性ｐＨ調節剤などの水溶性成分及び／又は
感熱性成分、フェノキシエタノール及びＫａｔｈｏｎ（登録商標）などの水溶性防腐剤、
及び水溶性ポリマーである。本発明において、「水溶性成分」とは、この成分が、２５℃
の水中で、少なくとも１ｇ／水１００ｇ、好ましくは少なくとも１．２ｇ／水１００ｇ、
より好ましくは少なくとも１．５ｇ／水１００ｇ、更により好ましくは少なくとも２．０
ｇ／水１００の溶解度を有することを意味する。そのような他の成分が含まれる場合は、
水相中でのその濃度は、本発明の効果をもたらすという観点から、水相の重量に基づいて
約２０重量％までであることが好ましく、より好ましくは約１０重量％までである。
【００４０】
　パーソナルケア組成物
　本発明のパーソナルケア組成物は、界面活性剤、高融点脂肪化合物、及び水性キャリア
を含む。界面活性剤、高融点脂肪化合物、及び水性キャリアは、エマルションの形態であ
る。
【００４１】
　カチオン性界面活性剤系
　本発明の組成物は、カチオン性界面活性剤系を含む。カチオン性界面活性剤系は、本発
明の効果をもたらすという観点から、組成物の重量に基づいて約０．５重量％以上、好ま
しくは約１重量％以上、より好ましくは約１．５重量％以上、更により好ましくは約１．
８重量％以上、更により好ましくは約２．０重量％以上、かつ約８重量％以下、好ましく
は約５重量％以下、より好ましくは約４重量％以下の濃度で組成物中に含むことができる
。
【００４２】
　好ましくは、本発明において、界面活性剤は非水溶性である。本発明において、「非水
溶性界面活性剤」とは、界面活性剤が、２５℃の水中で、１ｇ／水１００ｇ未満（１ｇ／
水１００は含まない）、好ましくは０．７ｇ／水１００ｇ以下、より好ましくは０．５ｇ
／水１００ｇ以下、更により好ましくは０．３ｇ／水１００ｇ以下の溶解度を有すること
を意味する。
【００４３】
　本明細書で有用なカチオン性界面活性剤系は、モノアルキル四級化アンモニウム塩カチ
オン性界面活性剤及びジアルキルカチオン性界面活性剤を含む。このようなモノアルキル
四級化アンモニウム塩カチオン性界面活性剤及びジアルキルカチオン性界面活性剤の組み
合わせは、１２～３０個の炭素原子を有する１つの長アルキル鎖を有するモノアルキルカ
チオン性界面活性剤の単独使用に比べ、すすぎやすさ及び／又は髪への延ばしやすさを提
供すると考えられている。カチオン性界面活性剤系では、レオロジーの安定性及びコンデ
ィショニング効果の観点から、モノアルキル四級化アンモニウム塩カチオン性界面活性剤
とジアルキルカチオン性界面活性剤との重量比が約１：１～約１０：１であるのが好まし
く、より好ましくは約１．５：１～約７：１、更により好ましくは約２：１～約５：１で
ある。
【００４４】
　モノアルキル四級化アンモニウム塩カチオン性界面活性剤
　本明細書で有用なモノアルキル四級化アンモニウム塩カチオン性界面活性剤は、コンデ
ィショニング効果の観点から、好ましくは１２～３０個の炭素原子、より好ましくは１６
～２４個の炭素原子、更により好ましくは１８～２２個の炭素原子を有する１つの長アル
キル鎖を有するものである。本明細書で有用な、そのようなモノアルキル四級化アンモニ
ウム塩カチオン性界面活性剤は、例えば、次の式（Ｉ）を有するようなものである。
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【００４５】
【化１】

　式中、Ｒ71、Ｒ72、Ｒ73及びＲ74のうちの１つは、１２～３０個の炭素原子、より好ま
しくは１６～２４個の炭素原子、更により好ましくは１８～２２個の炭素原子の脂肪族基
、あるいは約３０個までの炭素原子を有する芳香族、アルコキシ、ポリオキシアルキレン
、アルキルアミド、ヒドロキシアルキル、アリール、又はアルキルアリール基から選択さ
れ、Ｒ71、Ｒ72、Ｒ73及びＲ74の残りは、独立して１～約８個の炭素原子、好ましくは１
～３個の炭素原子の脂肪族基、あるいは約８個までの炭素原子を有する芳香族、アルコキ
シ、ポリオキシアルキレン、アルキルアミド、ヒドロキシアルキル、アリール、又はアル
キルアリール基から選択され、Ｘ-は、塩化物及び臭化物などのハロゲン化物、メトサル
フェート及びエトサルフェートなどのＣ１～Ｃ４アルキルサルフェート、並びにこれらの
混合物からなる群から選択される塩形成アニオンである。脂肪族基は、炭素原子及び水素
原子に加えて、エーテル結合、及びアミノ基のような他の基を含有することができる。よ
り長鎖の脂肪族基、例えば、約１６個以上の炭素のものは、飽和であっても不飽和であっ
てもよい。好ましくは、Ｒ71、Ｒ72、Ｒ73及びＲ74のうちの１つは、１２～３０個の炭素
原子、より好ましくは１６～２４個の炭素原子、更により好ましくは１８～２２個の炭素
原子のアルキル基から選択され、Ｒ71、Ｒ72、Ｒ73及びＲ74の残りは、独立してＣＨ3、
Ｃ2Ｈ5、Ｃ2Ｈ4ＯＨ、ＣＨ2Ｃ6Ｈ5、及びこれらの混合物から選択される。
【００４６】
　これらのうち、より好ましいカチオン性界面活性剤は、より長いアルキル基、すなわち
Ｃ１８～２２アルキル基を有するものである。例えば、このようなカチオン性界面活性剤
としては、塩化ベヘニルトリメチルアンモニウム、メチルサルフェート又はエチルサルフ
ェート、及び塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、メチルサルフェート又はエチルサ
ルフェートが挙げられる。
【００４７】
　ジアルキルカチオン性界面活性剤
　本明細書で有用なジアルキルカチオン性界面活性剤は、１２～３０個の炭素原子、より
好ましくは１６～２４個の炭素原子、更により好ましくは１８～２２個の炭素原子の２つ
の長鎖アルキルを有するようなもの、例えば、ジ－長鎖アルキル四級化アンモニウム塩で
ある。本明細書で有用なそのようなジアルキル四級化アンモニウム塩は、次の式（Ｉ）を
有するようなものである：
【００４８】
【化２】

　式中、Ｒ71、Ｒ72、Ｒ73及びＲ74のうちの２つは、１２～３０個の炭素原子、好ましく
は１６～２４個の炭素原子、より好ましくは１８～２２個の炭素原子の脂肪族基、あるい
は最大約３０個までの炭素原子を有する芳香族、アルコキシ、ポリオキシアルキレン、ア
ルキルアミド、ヒドロキシアルキル、アリール又はアルキルアリール基から選択され、Ｒ
71、Ｒ72、Ｒ73及びＲ74の残りは、独立して１～約８個の炭素原子、好ましくは１～３個
の炭素原子の脂肪族基、あるいは最大約８個の炭素原子を有する芳香族、アルコキシ、ポ
リオキシアルキレン、アルキルアミド、ヒドロキシアルキル、アリール、又はアルキルア
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リール基から選択され、Ｘ-は、塩化物及び臭化物などのハロゲン化物、メトサルフェー
ト及びエトサルフェートなどのＣ１～Ｃ４アルキルサルフェート、並びにこれらの混合物
からなる群から選択される塩形成アニオンである。脂肪族基は、炭素原子及び水素原子に
加えて、エーテル結合、及びアミノ基のような他の基を含有することができる。より長鎖
の脂肪族基、例えば、約１６個以上の炭素のものは、飽和であっても不飽和であってもよ
い。好ましくは、Ｒ71、Ｒ72、Ｒ73及びＲ74のうちの２つは、炭素原子数１２～３０の、
より好ましくは炭素原子数１６～２４の、更により好ましくは炭素原子数１８～２２のア
ルキル基から選択され、Ｒ71、Ｒ72、Ｒ73及びＲ74のうちの残りは、ＣＨ3、Ｃ2Ｈ5、Ｃ2

Ｈ4ＯＨ、ＣＨ2Ｃ6Ｈ5、及びこれらの混合物から独立して選択される。
【００４９】
　このような好ましいジアルキルカチオン性界面活性剤としては、例えば、ジアルキル（
１４～１８）ジメチルアンモニウムクロリド、ジタローアルキルジメチルアンモニウムク
ロリド、ジヒドロ添加タローアルキルジメチルアンモニウムクロリド、ジステアリルジメ
チルアンモニウムクロリド、及びジセチルジメチルアンモニウムクロリドが挙げられる。
【００５０】
　高融点脂肪族化合物
　高融点脂肪化合物は、本発明の効果をもたらすという観点から、組成物の重量に基づい
て約０．５重量％以上、好ましくは約１．０％重量以上、より好ましくは約１．５重量％
以上、更により好ましくは約２重量％以上、一層より好ましくは約４重量％以上、かつ約
１５重量％以下、好ましくは約１０重量％以下の濃度で組成物中に含むことができる。
【００５１】
　エマルション、特にジェルマトリックスの安定性という観点から、本明細書で有用な高
融点脂肪化合物は、２５℃以上の、好ましくは４０℃以上の、より好ましくは４５℃以上
の、更により好ましくは５０℃以上の融点を有する。好ましくは、このような融点は、よ
り容易な製造及びより容易な乳化という観点から、約９０℃まで、より好ましくは約８０
℃まで、更により好ましくは約７０℃まで、一層より好ましくは約６５℃までである。本
発明では、高融点脂肪族化合物は、単一化合物として、又は少なくとも２つの高融点脂肪
族化合物の配合物若しくは混合物として、使用することができる。このような配合物又は
混合物として使用されるとき、上記融点とは、配合物又は混合物の融点を意味する。
【００５２】
　本明細書で有用な高融点脂肪族化合物は、脂肪族アルコール、脂肪酸、脂肪族アルコー
ル誘導体、脂肪酸誘導体、及びこれらの混合物からなる群から選択される。当業者は、本
明細書のこの項に開示されている化合物が、場合によっては２つ以上の分類に属すること
がある（例えば、いくつかの脂肪アルコール誘導体が脂肪酸誘導体としても分類されるこ
とがあり得る）ということを理解している。しかしながら、示されている分類は、その特
定の化合物を限定することを意図するものではなく、分類及び命名法の便宜上そのように
なされている。更に、二重結合の数及び位置、並びに分枝鎖の長さ及び位置に応じて、あ
る必要な炭素原子を有するある化合物が上記の本発明において好ましい融点未満の融点を
有する可能性があることが、当業者には理解されている。そのような低融点の化合物は、
この項には含まれないものとする。高融点化合物の非限定的な例は、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉ
ｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ（Ｆｉｆｔ
ｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，１９９３）及びＣＴＦＡ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎ
ｔ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ（Ｓｅｃｏｎｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，１９９２）に記載されている。
【００５３】
　様々な高融点脂肪化合物のうち、脂肪アルコールが好ましくは本発明の組成物に使用さ
れる。本明細書で有用な脂肪アルコールは、約１４～約３０個の炭素原子、好ましくは約
１６～約２２個の炭素原子を有するものである。これらの脂肪アルコールは飽和しており
、直鎖又は分枝鎖アルコールであることができる。
【００５４】
　例えば、好ましい脂肪族アルコールとしては、セチルアルコール（約５６℃の融点を有
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する）、ステアリルアルコール（約５８～５９℃の融点を有する）、ベヘニルアルコール
（約７１℃の融点を有する）、及びこれらの混合物が挙げられる。これらの化合物は、上
記の融点を有することが知られている。しかしながら、これらは多くの場合、供給される
ときにより低い融点を有するが、それはこのような供給される製品は多くの場合、主アル
キル鎖がセチル、ステアリル又はベヘニル基であるアルキル鎖長分布を有する脂肪族アル
コールの混合物であるからである。本発明では、より好ましい脂肪族アルコールは、セチ
ルアルコール、ステアリルアルコール及びこれらの混合物である。
【００５５】
　本明細書で有用な市販の高融点脂肪族化合物には、Ｓｈｉｎ　Ｎｉｈｏｎ　Ｒｉｋａ（
Ｏｓａｋａ、Ｊａｐａｎ）から入手可能な商品名ＫＯＮＯＬシリーズ及びＮＯＦ（Ｔｏｋ
ｙｏ、Ｊａｐａｎ）から入手可能な商品名ＮＡＡシリーズのセチルアルコール、ステアリ
ルアルコール、及びベヘニルアルコール；ＷＡＫＯ（Ｏｓａｋａ、Ｊａｐａｎ）から入手
可能な商品名１－ＤＯＣＯＳＡＮＯＬの純粋なベヘニルアルコールが挙げられる。
【００５６】
　ジェルマトリックス
　好ましくは、本発明において、エマルションは、ジェルマトリックスの形態である。こ
のジェルマトリックスは、カチオン性界面活性剤系、高融点脂肪化合物、及び水性キャリ
アを含む。このジェルマトリックスは、濡れた毛髪に塗布したときの滑りやすい感触、並
びに乾燥した毛髪上での柔軟性及び保湿された感触などの様々なコンディショニング効果
をもたらすのに好適である。
【００５７】
　好ましくは、特にジェルマトリックスを形成するとき、カチオン性界面活性剤及び高融
点脂肪化合物の総量は、本発明の効果をもたらすという観点から、組成物の重量に基づい
て約１．０重量％以上、好ましくは約２．０重量％以上、より好ましくは約３．０重量％
以上であり、展延性及び製品外観という観点から、組成物の重量に基づいて約１５重量％
以下、好ましくは約１４重量％以下、より好ましくは約１３重量％以下、更により好まし
くは約１０重量％以下である。更に、ジェルマトリックスを形成するとき、カチオン性界
面活性剤及び高融点脂肪化合物は、改善された湿潤コンディショニング効果をもたらすと
いう観点から、カチオン性界面活性剤と高融点脂肪化合物との重量比が、好ましくは約１
：１～約１：１０、より好ましくは約１：１～約１：４、更により好ましくは約１：２～
約１：４の範囲となるような濃度で含まれる。
【００５８】
　好ましくは、ジェルマトリックスが形成されるとき、本発明の組成物は、ジェルマトリ
ックスの安定性という観点から、アニオン性界面活性剤及びアニオン性ポリマーを実質的
に含まない。本発明では、「組成物は、アニオン性界面活性剤及びアニオン性ポリマーを
実質的に含まない」とは、組成物がアニオン性界面活性剤及びアニオン性ポリマーを実質
的に含まないこと、又はたとえ組成物がアニオン性界面活性剤及びアニオン性ポリマーを
含有したとしても、このようなアニオン性界面活性剤及びアニオン性ポリマーの濃度が非
常に低いことを意味する。本発明において、このようなアニオン性界面活性剤及びアニオ
ン性ポリマーの全レベルは、含まれる場合には、好ましくは組成物の１重量％以下、より
好ましくは０．５重量％以下、更により好ましくは０．１重量％以下である。最も好まし
くは、このようなアニオン性界面活性剤及びアニオン性ポリマーの合計濃度は、組成物の
０重量％である。
【００５９】
　水性キャリア
　本発明の組成物は水性キャリアを含む。このキャリアの濃度及び種類は、他の成分との
相溶性及び製品の他の所望の特性によって選択される。
【００６０】
　本発明で有用なキャリアとしては、水、並びに低級アルキルアルコール及び多価アルコ
ールの水溶液が挙げられる。本明細書で有用な低級アルコールは、１～６個の炭素を有す
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る一価アルコールであり、より好ましくは、エタノール及びイソプロパノールである。本
明細書で有用な多価アルコールとしては、プロピレングリコール、ヘキシレングリコール
、グリセリン、及びプロパンジオールが挙げられる。
【００６１】
　好ましくは、水性キャリアは実質的に水である。脱イオン水が使用されるのが好ましい
。ミネラルカチオンを包含する天然源からの水も、製品の所望の特性に応じて使用するこ
とができる。一般的に、本発明の組成物は約２０％～約９９％、好ましくは約３０％～約
９５％、より好ましくは約８０％～約９０％の水を含む。
【００６２】
　シリコーン化合物
　好ましくは、本発明の組成物は、好ましくはシリコーン化合物を含有する。シリコーン
化合物は、乾燥した毛髪に滑らかさ及び柔らかさをもたらすことができると考えられる。
本明細書のシリコーン化合物は、好ましくは組成物の重量に基づいて約０．１重量％～約
２０重量％、より好ましくは約０．５重量％～約１０重量％、更により好ましくは約１重
量％～約８重量％の濃度で使用され得る。
【００６３】
　好ましくは、シリコーン化合物は、組成物中にて、約１マイクロメートル～約５０マイ
クロメートルの平均粒径を有する。
【００６４】
　本明細書において有用なシリコーン化合物は、単一化合物として、少なくとも２つのシ
リコーン化合物のブレンド又は混合物として、あるいは少なくとも１つのシリコーン化合
物と少なくとも１つの溶媒とのブレンド又は混合物として、好ましくは２５℃において約
１，０００～約２，０００，０００ｍＰａ．ｓの粘度を有する。
【００６５】
　粘度は、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｅの試験方法ＣＴＭ０００４（１
９７０年７月２０日）に記載されているガラスキャピラリー粘度計により測定できる。好
適なシリコーン流体としては、ポリアルキルシロキサン、ポリアリールシロキサン、ポリ
アルキルアリールシロキサン、ポリエーテルシロキサンコポリマー、アミノ置換シリコー
ン、四級化シリコーン、及びこれらの混合物が挙げられる。コンディショニング特性を有
する他の不揮発性シリコーン化合物も使用することができる。
【００６６】
　好ましいポリアルキルシロキサンには、例えば、ポリジメチルシロキサン、ポリジエチ
ルシロキサン、及びポリメチルフェニルシロキサンが挙げられる。ジメチコンとしても知
られるポリジメチルシロキサンが、特に好ましい。これらのシリコーン化合物は、例えば
、Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　ＣｏｍｐａｎｙのＶｉｓｃａｓｉｌ（登録商標）
及びＴＳＦ　４５１シリーズ、並びにＤｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇのＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ
　ＳＨ２００シリーズから利用できる。
【００６７】
　上記ポリアルキルシロキサンは、例えば、低い粘度を有するシリコーン化合物との混合
物として入手可能である。このような混合物は、好ましくは約１，０００ｍＰａ．ｓ～約
１００，０００ｍＰａ．ｓ、より好ましくは約５，０００ｍＰａ．ｓ～約５０，０００ｍ
Ｐａ．ｓの粘度を有する。このような混合物は、好ましくは、（ｉ）２５℃において約１
００，０００ｍＰａ．ｓ～約３０，０００，０００ｍＰａ．ｓの粘度、好ましくは約１０
０，０００ｍＰａ．ｓ～約２０，０００，０００ｍＰａ．ｓの粘度を有する第１のシリコ
ーンと、（ｉｉ）２５℃において約５ｍＰａ．ｓ～約１０，０００ｍＰａ．ｓの粘度、好
ましくは約５ｍＰａ．ｓ～約５，０００ｍＰａ．ｓの粘度を有する第２のシリコーンと、
を含む。本明細書で有用なこのような混合物には、例えば、ＧＥ　Ｔｏｓｈｉｂａから入
手可能な１８，０００，０００ｍＰａ．ｓの粘度を有するジメチコンと２００ｍＰａ．ｓ
の粘度を有するジメチコンとのブレンド、ＧＥ　Ｔｏｓｈｉｂａから入手可能な１８，０
００，０００ｍＰａ．ｓの粘度を有するジメチコンとシクロペンタシロキサンとのブレン
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ドが挙げられる。
【００６８】
　本明細書で有用なシリコーン化合物は、また、シリコーンゴムを含む。用語「シリコー
ンゴム」は、本明細書で使用するとき、２５℃において１，０００，０００センチストー
ク以上の粘度を有するポリオルガノシロキサン材料を意味する。本明細書に記載のシリコ
ーンゴムはまた、上に開示したシリコーン化合物と一部重複する部分も有り得るとみなさ
れる。この重複は、これらの物質のいずれにおいても限定を意図しない。「シリコーンゴ
ム」は、典型的に約２００，０００を超え、一般的に約２００，０００～約１，０００，
０００の質量分子量を有する。具体的な例としては、ポリジメチルシロキサン、ポリ（ジ
メチルシロキサン・メチルビニルシロキサン）コポリマー、ポリ（ジメチルシロキサン・
ジフェニルシロキサン・メチルビニルシロキサン）コポリマー及びこれらの混合物が挙げ
られる。シリコーンゴムは、例えば、低い粘度を有するシリコーン化合物との混合物とし
て入手可能である。本明細書で有用なそのような混合物には、例えば、Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓ
ｕから入手可能なゴム／シクロメチコンブレンドが挙げられる。
【００６９】
　本明細書で有用なシリコーン化合物には、また、アミノ置換物質が挙げられる。好まし
いアミノシリコーンには、例えば、次の一般式（Ｉ）に従うものが挙げられる。
　（Ｒ1）aＧ3-a－Ｓｉ－（－ＯＳｉＧ2）n－（－ＯＳｉＧb（Ｒ1）2-b）m－Ｏ－ＳｉＧ3

-a（Ｒ1）a

　式中、Ｇは水素、フェニル、ヒドロキシ、又はＣ1～Ｃ8アルキルであり、好ましくはメ
チルであり、ａは０又は１～３の値を有する整数であり、好ましくは１であり、ｂは０、
１又は２であり、好ましくは１であり、ｎは０～１，９９９の数であり、ｍは０～１，９
９９の整数であり、ｎとｍの合計は１～２，０００の数であり、ａとｍは両方共に０には
ならず、Ｒ1は一般式ＣｑＨ2qＬに従う一価のラジカルであり、式中、ｑは２～８の値を
有する整数であり、Ｌは以下の基：－Ｎ（Ｒ2）ＣＨ2－ＣＨ2－Ｎ（Ｒ2）2、－Ｎ（Ｒ2）

2、－Ｎ（Ｒ2）3Ａ
-、－Ｎ（Ｒ2）ＣＨ2－ＣＨ2－ＮＲ2Ｈ2Ａ

-から選択され、式中、Ｒ2

は水素、フェニル、ベンジル又は飽和炭化水素ラジカルであり、好ましくは約Ｃ1～約Ｃ2

0のアルキルラジカルであり、Ａ-はハロゲン化物イオンである。
【００７０】
　極めて好ましいアミノシリコーンは、式（Ｉ）に対応するものであり、式中、ｍ＝０、
ａ＝１、ｑ＝３、Ｇ＝メチルであり、ｎは好ましくは約１５００～約１７００、より好ま
しくは約１６００であり、Ｌは－Ｎ（ＣＨ3）2又は－ＮＨ2、より好ましくは－ＮＨ2に対
応するものである。別の極めて好ましいアミノシリコーンは、式（Ｉ）に対応するもので
あり、式中、ｍ＝０、ａ＝１、ｑ＝３、Ｇ＝メチルであり、ｎは好ましくは約４００～約
６００、より好ましくは約５００であり、Ｌは－Ｎ（ＣＨ3）2又は－ＮＨ2、より好まし
くは－ＮＨ2である。このような非常に好ましいアミノシリコーンは、末端アミノシリコ
ーンと呼ばれることがあるが、これはシリコーン鎖の一端又は両端が、窒素含有基によっ
て末端処理されているためである。
【００７１】
　上記のアミノシリコーンが組成物中に組み込まれる場合、より低粘度を有する溶媒と混
合することができる。このような溶媒としては、例えば、極性又は非極性の、揮発性又は
不揮発性油が挙げられる。このような油としては、例えば、シリコーンオイル、炭化水素
、及びエステルが挙げられる。このような各種溶媒のうち、好ましいものは、非極性、揮
発性炭化水素、揮発性環状シリコーン、不揮発性線状シリコーン、及びこれらの混合物か
らなる群から選択されるものである。本明細書で有用な不揮発性線状シリコーンは、２５
℃で約１～約２０，０００センチストークス、好ましくは約２０～約１０，０００センチ
ストークスの粘度を有するものである。好ましい溶媒の中でも、特に好ましいのは、アミ
ノシリコーンの粘度を低減させ、かつ乾燥した毛髪の摩擦を低減させるなど、改善された
ヘアコンディショニング効果もたらすという観点から、無極性の揮発性炭化水素、特に無
極性の揮発性イソパラフィンである。このような混合物は、好ましくは約１，０００ｍＰ
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ａ．ｓ～約１００，０００ｍＰａ．ｓ、より好ましくは約５，０００ｍＰａ．ｓ～約５０
，０００ｍＰａ．ｓの粘度を有する。
【００７２】
　他の好適なアルキルアミノ置換シリコーン化合物には、シリコーン主鎖のペンダント基
としてアルキルアミノ置換体を有するものが挙げられる。極めて好ましいものは、「アモ
ジメチコン」として知られているものである。本明細書で有用な市販のアモジメチコンに
は、例えば、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから入手可能なＢＹ１６－８７２が挙げられる。
【００７３】
　上記シリコーン化合物は更に、機械的混合によるか、又はエマルション重合による合成
段階で、アニオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、及びこ
れらの混合物から選択される界面活性剤を用いて又は用いないで製造されるエマルション
の形態で本発明の組成物に組み入れることができる。
【００７４】
　追加の構成成分
　本発明の組成物は他の追加的な構成成分を含んでもよく、それは最終的な製品の所望の
特性によって当業者により選択されてもよく、それは組成物をより美容的又は審美的に許
容可能なものにしたり、付加的な使用による利益を組成物に提供したりするのに好適なも
のである。このようなその他の追加成分は、一般に、組成物の重量に基づいて約０．００
１重量％～約１０重量％、好ましくは約５重量％以下の濃度で個々に使用される。
【００７５】
　他の多種多様な追加的な成分が本組成物に配合可能である。これらには、他のコンディ
ショニング剤、例えば、Ｈｏｒｍｅｌから入手可能な商標名Ｐｅｐｔｅｉｎ　２０００の
加水分解コラーゲン、Ｅｉｓａｉから入手可能な商標名Ｅｍｉｘ－ｄのビタミンＥ、Ｒｏ
ｃｈｅから入手可能なパンテノール、Ｒｏｃｈｅから入手可能なパンテニルエチルエーテ
ル、加水分解したケラチン、タンパク質、植物抽出物、及び栄養素；防腐剤、例えば、ベ
ンジルアルコール、メチルパラベン、プロピルパラベン及びイミダゾリジニル尿素；ｐＨ
調整剤、例えば、クエン酸、クエン酸ナトリウム、コハク酸、リン酸、水酸化ナトリウム
、炭酸ナトリウム；着色剤、例えば、食品、医薬品及び化粧品用又は医薬品及び化粧品用
染料のいずれか；香料；及び金属封鎖剤、例えば、二ナトリウムエチレンジアミンテトラ
－アセテート；紫外線及び赤外線用スクリーニング及び吸収用薬剤、例えば、ベンゾフェ
ノン；並びにふけ防止剤、例えば、ジンクピリチオンが挙げられる。
【００７６】
　製品形態
　本発明の組成物は、リンスオフ（洗い流し型）製品又はリーブオン（つけっ放し型）製
品の形態であることができ、またクリーム、ジェル、エマルション、ムース、及びスプレ
ーを包含するが、これらに制限されない多種多様な製品形態に配合されることができる。
本発明の組成物は、ヘアコンディショナー、特にリンスオフヘアコンディショナーに特に
好適である。
【００７７】
　使用方法
　本発明の組成物は、好ましくは毛髪のコンディショニング手段に使用され、この手段は
以下の工程を含む：
　（ｉ）毛髪をシャンプーした後、毛髪をコンディショニングするために有効量のコンデ
ィショニング組成物を毛髪に塗布する工程、及び
　（ｉｉ）その後、毛髪をすすぐ工程。
【００７８】
　本明細書での有効量は、例えば、毛髪１０ｇ当たり約０．１ｍＬ～約２ｍＬ、好ましく
は毛髪１０ｇ当たり約０．２ｍＬ～約１．５ｍＬである。
【００７９】
　本発明の組成物は、すすぎ前の湿潤コンディショニング効果を維持しながら、改良され
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たコンディショニング効果、特にすすぎ後の改良された湿潤コンディショニング効果、及
び改良された乾燥コンディショニングを提供する。本発明の組成物は、また、改善された
製品外観を消費者に提供することができる。それゆえに、本発明の組成物は低減された投
与量でも、全投与量の従来のコンディショナー組成物のコンディショニング効果と同じレ
ベルのコンディショニング効果を提供することができる。本明細書では、このような低減
された投与量は、例えば、毛髪１０ｇ当たり約０．３ｍＬ～約０．７ｍＬである。
【実施例】
【００８０】
　以下の実施例は、本発明の範囲に含まれる実施形態を更に説明及び実証するものである
。これらの実施例はあくまで例示を目的として与えられるものであって、本発明を限定す
るものとして解釈されるべきではない。実施例には、本発明の趣旨及び範囲から逸脱する
ことなく多くの変形例が可能である。成分は、適用できる場合は、化学名又はＣＴＦＡ名
称で識別され、そうでない場合には以下で定義される。
【００８１】

【表１】

【００８２】
　構成成分の定義
　*１　６７～６９％のジセチルジモニウムクロリド（プロピレングリコールの残部、１
００％とする）及び５％の水、Ｅｖｏｎｉｋ　Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ　Ｃｏｒｐｏｒａ
ｔｉｏｎから入手可能
　*２　アミノシリコーン：ＧＥから入手可能、１０，０００ｍＰａ．ｓの粘度を有し、
以下の化学式（Ｉ）を有する。
　（Ｒ1）aＧ3-a－Ｓｉ－（－ＯＳｉＧ2）n－（－ＯＳｉＧb（Ｒ1）2-b）m－Ｏ－ＳｉＧ3

-a（Ｒ1）a　　　（Ｉ）
　式中、Ｇはメチルであり、ａは１の整数であり、ｂは０、１又は２であり、好ましくは
１であり、ｎは４００～約６００の数であり、ｍは０の整数であり、Ｒ1は、一般式Ｃｑ
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Ｈ2qＬに従う一価のラジカルであり、式中、ｑは３の整数であり、Ｌは、－ＮＨ2である
。
【００８３】
　調製方法
　上述のヘアコンディショニング組成物「実施例１」～「実施例３」及び「実施例ｉ」～
「実施例ｉｉｉ」は、上記のように以下の方法Ｉ又はＩＩのうちの１つにより調製した。
【００８４】
　方法Ｉ
　成分１～７を混合し、約６６℃～約８５℃に加熱して、油相を形成する。別に、成分８
～１０を混合し、約２０℃～約４８℃に加熱して、水相を形成する。Ｂｅｃｏｍｉｘ（登
録商標）直接噴射式ローター・ステーターホモジナイザーに油相を注入する。油相が、１
．０×１０5Ｊ／ｍ3～１．０×１０7Ｊ／ｍ3のエネルギー密度を有しかつ水相が既に存在
する高剪断場に到達するのに、０．２秒以下を要する。形成時のジェルマトリックスの温
度は、約２０℃～約３７℃である。ジェルマトリックスを形成する。含まれる場合には、
成分１１～１４を撹拌しながらジェルマトリックスに添加する。次に、組成物を室温に冷
却する。
【００８５】
　方法ＩＩ
　成分１～７を混合し、約６６℃～約８５℃に加熱し、油相を形成する。別に、成分８～
１０を混合し、約２０℃～約４８℃に加熱し、水相を形成する。Ｂｅｃｏｍｉｘ（登録商
標）直接噴射式ローター・ステーターホモジナイザーに油相を注入する。油相が、１．０
×１０5Ｊ／ｍ3～１．０×１０7Ｊ／ｍ3のエネルギー密度を有しかつ水相が既に存在する
高剪断場に到達するのに、０．２秒以下を要する。形成時のジェルマトリックスの温度は
、約４４℃以上である。ジェルマトリックスを形成する。含まれる場合には、成分１１～
１４を撹拌しながらジェルマトリックスに添加する。次に、組成物を室温に冷却する。
【００８６】
　方法ＩＩＩ
　成分１～１０を撹拌しながら混合し、約８０℃に加熱する。混合物を約５５℃まで冷却
し、ジェルマトリックスを形成する。含まれる場合には、成分１１～１４を撹拌しながら
ジェルマトリックスに添加する。次に、混合物を室温に冷却する。
【００８７】
　特性及びコンディショニング効果
　上記組成物のいくつかに関しては、以下の方法で特性及びコンディショニング効果を評
価する。評価結果は上にも示す。
【００８８】
　「実施例１」～「実施例３」で開示され説明される実施形態は、本発明の方法により製
造されるヘアコンディショニング組成物であり、洗い流し用途に特に有用である。このよ
うな実施形態は、多くの利点を有する。例えば、これらは効果的にエマルションに転換し
、湿潤コンディショニング効果をもたらす。
【００８９】
　このような利点は、本発明の実施例と、比較例、例えば「実施例ｉ」～「実施例ｉｉｉ
」と、を比べることにより理解することができる。例えば、本発明の「実施例１」におい
て、異なる方法により調製された比較例「実施例ｉｉｉ」に比べ、シネレシスが少ないこ
とが認められた。本発明の「実施例１」は、異なる方法により調製された比較例「実施例
ｉｉｉ」に比べ、改善されたエマルション構造の安定性を有すると考えられる。更に、本
発明の「実施例１」において、比較例「実施例ｉｉｉ」に比べ、改善されたボリューム感
が認められた。
【００９０】
　別の例は、本発明の「実施例１」及び「実施例３」と、比較例「実施例ｉ」とを比較す
ると、本発明の方法により製造した「実施例１」及び「実施例３」が、より高い乳化温度
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によって製造された比較例「実施例ｉ」に比べ、改善されたレオロジー粘稠度を有するこ
とを示すというものである。
【００９１】
　更に、油相中に実質的に水を含まない本発明の「実施例１」が、油相中に７％の水を含
む比較例「実施例ｉｉ」に比べ、より良好な湿潤及び／乾燥コンディショニング効果を示
す。
【００９２】
　シネレシス
　シネレシスは、２か月間、５℃で保管した後、組成物の表面上の水分量を直視評価する
ことによって評価される。改善されたエマルション構造の安定性により、組成物から放出
される水が少なくなる。
　Ｏ：コンディショナーの表面に、はっきりとは水が認められない
　Ｃ：対照（少量の水が表面に見られる）
　Ｃ１：対照と同等であると判断された。
　ｘ：対照と比べ、湿潤コンディショニング効果が劣っていると判断された。
【００９３】
　組成物のボリューム感
　ボリューム感は、１０ｍＬの組成物を適用した後の毛髪試料に触れることにより、パネ
リストにより評価される。
　Ｏ：対照と比べ、ボリューム感が改善されたと判断された。
　Ｃ：対照
　Ｃ１：対照と同等であると判断された。
　ｘ：対照と比べ、ボリューム感が劣っていると判断された。
【００９４】
　レオロジー粘稠度
　レオロジー粘稠度は、同一組成物の反復製造によるレオロジーの差異（最小レオロジー
と最大レオロジーとの間のレオロジーのパーセント差異）によって評価される。低いパー
セント差異を有する組成物は、高いパーセント差異を有する組成物に比べ、より高い粘稠
度を有すると考えられる。
【００９５】
　本明細書に開示した寸法及び値は、記載された正確な数値に厳密に限定されるものと理
解されるべきではない。むしろ、特に断らないかぎり、そのような寸法のそれぞれは、記
載された値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば
、「４０ミリメートル」として開示される寸法は、「約４０ミリメートル」を意味するも
のである。
【００９６】
　相互参照されるか又は関連する全ての特許又は特許出願を含む、本願に引用される全て
の文書を、特に除外すること又は限定することを明言しないかぎりにおいて、その全容に
わたって本願に援用するものである。いずれの文献の引用も、こうした文献が本願で開示
又は特許請求される全ての発明に対する先行技術であることを容認するものではなく、ま
た、こうした文献が、単独で、あるいは他の全ての参照文献とのあらゆる組み合わせにお
いて、こうした発明のいずれかを参照、教示、示唆又は開示していることを容認するもの
でもない。更に、本文書において、用語の任意の意味又は定義の範囲が、参考として組み
込まれた文書中の同様の用語の任意の意味又は定義と矛盾する場合には、本文書中で用語
に割り当てられる意味又は定義に準拠するものとする。
【００９７】
　本発明の特定の実施形態が例示され記載されてきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱
することなく他の様々な変更及び修正を実施できることが、当業者には自明であろう。し
たがって、本発明の範囲内にあるそのような全ての変更及び修正を添付の特許請求の範囲
で扱うものとする。
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